
（3）について
①pHについて

全ての土壌がpH5.5～6.0で、弱酸性で
あり、よい土質であることがわかった。
木酢液の使用によるpHの違いは見られな
かった。

②温度について
木酢液の使用で比較すると、使用してい

る方が、わずかに高くなっていることがわ
かる。また、ミミズの有無で比べてみると
いない土壌の方が低くなっていることがわ
かった。

③通気性について
土壌の様子は、粘土質の部分と小石の細

かい部分と水に浮遊する部分からなってい
た。水に浮遊する部分はミミズのいる土壌
に多いことからミミズの糞であると予想さ
れる。

（4）について
農薬のみと木酢液と農薬の混合液を比較

すると、葉への付着に違いが見られた。混
合液の方が細かいしずくで、葉全体に付着
するため、効率よく農薬が使用できると考
えられる。

（5）について
木酢液を使用した方がイチゴ、レタスと

もに成長が促進していることがわかった。
また、木酢液を使用している方が根の成長
もよかった。

根の違い（上：木酢液あり、下：なし）

（6）について
日々草では木酢液の濃度による成長の違い

はほとんど見られなかった。
雑草では、10倍希釈の木酢液に雑草を抑え

る効果が見られた。

500倍希釈の木酢液の土壌

10倍希釈の木酢液の土壌

右：10倍の土壌　左：500倍の土壌

（7）について
500倍希釈の木酢液を使用した土壌から小動

物が発見された。
プラディア培地を使用して土中の菌類・細

菌類の培養をしたところ、500倍希釈の木酢液
を使用した土壌が最も菌が繁殖した。
また、10倍希釈の木酢液を使用した土壌は、
培地の表面だけに繁殖が見られ、使用してい
ない土壌は菌の繁殖が見られなかった。

4 考察・まとめ

木酢液が植物の成長にそのように影響するかに
ついて、（1）と（5）から植物の生育を助けているこ
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1 研究の動機

化学物質に頼らない土壌改善に関心を持ち、こ
れまでに「ミミズの研究」（小5～中1）を行ってき
ました。そして、次に植物が旺盛に生育する環境
作りの助っ人として注目されている「木酢液」に
目をつけ、その効果を実際に確認し、土壌にどの
ような変化が起きているのか解明したいと思い、
研究を始めました。
また、「木酢液の効果」を調べて２年目となる今
回は、木酢液の濃度の違いによる植物への影響と
土中の微生物についても調べてみることにしまし
た。

2 調査内容

日々草、サルビア、レタス、イチゴを使って、
次の７項目の調査を行いました。
（1）木酢液の植物の成長への影響について①

特定の濃度（原液の500倍希釈）の木酢液を
２週間置きにかけ、植物（日々草、サルビア）
の成長を観察し影響について考察する。

（2）ミミズはどのくらい植物の成長を助けるの
か
ミミズの数が減少しないようネットを張る
などの工夫をして、ミミズによる土壌改善が
どれくらい植物の成長に影響するのかを植物
の成長を観察し考察する。

（3）木酢液を使用したときやミミズのいる土壌
の性質について
（1）と（2）で使用した土壌について、①酸性
度、②温度、③通気性について調べる。

（4）木酢液の減農薬の効果について
農薬に木酢液を混ぜ、葉に吹きかけたとき
の付着具合を比較する。

（5）木酢液の植物の成長への影響について②
特定の濃度（原液の500倍希釈）の木酢液を
使用し、植物（イチゴ、レタス）の成長への
影響を観察する。

（6）木酢液の濃度と植物の生育差について
原液の10倍希釈、500倍希釈の木酢液を使

用し、植物の成長への影響を観察する。また、
成長させたい植物と成長を抑制させたい雑草
についても観察する。

（7）木酢液の濃度と土壌中の微生物について
自作のツルグレン装置を使用し、土壌中の

小動物の観察を行う。また、土壌中の細菌を
培養し、繁殖の違いを観察する。

3 調査結果

（1）について
日々草（写真）、サルビアともに木酢液を使

用した方の植物がすごい成長を見せた。

成長の違い（上：木酢液あり、下：なし）

（2）について
ミミズの有無による植物の成長に、はっきりと
した違いが観察できなかった。
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10 木酢液の効果を濃度別に調べる
〈 〉
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化学物質に頼らない土壌改善に関心を持ち、こ
れまでに「ミミズの研究」（小5～中1）を行ってき
ました。そして、次に植物が旺盛に生育する環境
作りの助っ人として注目されている「木酢液」に
目をつけ、その効果を実際に確認し、土壌にどの
ような変化が起きているのか解明したいと思い、
研究を始めました。
また、「木酢液の効果」を調べて２年目となる今
回は、木酢液の濃度の違いによる植物への影響と
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２週間置きにかけ、植物（日々草、サルビア）
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（2）ミミズはどのくらい植物の成長を助けるの
か
ミミズの数が減少しないようネットを張る

などの工夫をして、ミミズによる土壌改善が
どれくらい植物の成長に影響するのかを植物
の成長を観察し考察する。

（3）木酢液を使用したときやミミズのいる土壌
の性質について
（1）と（2）で使用した土壌について、①酸性
度、②温度、③通気性について調べる。

（4）木酢液の減農薬の効果について
農薬に木酢液を混ぜ、葉に吹きかけたとき
の付着具合を比較する。

（5）木酢液の植物の成長への影響について②
特定の濃度（原液の500倍希釈）の木酢液を

使用し、植物（イチゴ、レタス）の成長への
影響を観察する。

（6）木酢液の濃度と植物の生育差について
原液の10倍希釈、500倍希釈の木酢液を使

用し、植物の成長への影響を観察する。また、
成長させたい植物と成長を抑制させたい雑草
についても観察する。

（7）木酢液の濃度と土壌中の微生物について
自作のツルグレン装置を使用し、土壌中の

小動物の観察を行う。また、土壌中の細菌を
培養し、繁殖の違いを観察する。

3 調査結果

（1）について
日々草（写真）、サルビアともに木酢液を使

用した方の植物がすごい成長を見せた。

成長の違い（上：木酢液あり、下：なし）

（2）について
ミミズの有無による植物の成長に、はっきりと
した違いが観察できなかった。
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10 木酢液の効果を濃度別に調べる
〈 〉
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1 研究の動機

「豊田」豊かな田んぼと書いて「豊田」と読みま
す。この地名から昔は、田んぼが多かったではな
いかと思います。実際、年輩の方に聞いたり、昔
の学校の周りの地図を見ると田んぼが多くありま
す。弥生時代、この辺り一帯は登呂の水田でした。
水田に一番たいせつな物は水です。その頃からつ
い最近まで田んぼが多い地区だったということは、
常に安定した水があったはずです。それも豊富な
水がなければ「豊田」という地名はつかなかった
はずです。地区の古老が編集したある資料による
と、『この地区には、豊富な伏流水が出ていてそれ
を田の水に使っていた。』と書いてあります。この
水が登呂に実りを与え、登呂の人の生活にとても
役に立て、その後、昭和の時代まで水田を栄えさ
せたのだと思います。しかし、残念なことに現在
では、工場が建ち、宅地化が進み、田んぼもかな
り少なくなっています。僕達は、豊田の田んぼに
流れていた伏流水は、きっと質がよい水だったの
ではないかと考えます。そうでなければ「豊田」
という名前もつかなかったのではないでしょうか。
稲作に適した豊富な水、その水が今も豊田地区の
どこかにあるのではないかと思います。そこで、
豊田地区に安倍川の伏流水が出るところはないか
調べてみたくなりました。そして、伏流水の成分
などを調べて質がよければ僕達、豊田地区の住民
の自慢になると考えてこの研究をはじめました。

2 研究の方法および内容

仮説　豊田地区には安倍川の伏流水が流れている。
（1）現在豊田地区に井戸水が出る所があるか調
べる。学区の井戸水調査

（2）なぜ、豊田地区の水田が減ったのかを調べ
る。

（3）静岡平野のおいたちについて調べる。静岡
平野の地質についての資料集め

（4）井戸水や地下水、伏流水に関する情報を収
集する。

（5）豊田地区の地下水の水質を調べる。
（6）安倍川の過去の流れについて調べる。
（7）安倍川の過去の流れや流動ベクトルから現
在の地下水の流れを予想する。

3 結果

（1）アンケート調査、学区の井戸水調査
全校生徒にアンケートをとった結果、豊田学

区には、井戸水が出るところが３～４箇所があ
ることがわかった。宝蔵寺の井戸や軍人社の井
戸の跡、農家の井戸などがそうである。実際に
そこへ行き写真を撮影した。また、『地域の歴史』
の資料によれば明治時代には、わき水が出てい
たと記録されている。６月に有東金魚に行った
時、使用している井戸が30年前には自噴してい
たことを聞いた。これは、昭和30年代、40年代
頃までは、自噴井戸が存在していたことになる。
さらに豊田遺跡の跡には、湧水の跡があり、そ
の水を水田に引いていたので弥生時代から明治、
昭和にかけて地下水（井戸水）が出ていたこと
になる。有東金魚にも行ってみた。主人が『市
立商業や明治乳業でも井戸が出ている』と言っ
ていた。豊田地区だけではなく登呂方面でも井
戸が出ることがわかった。
豊田遺跡があったことがわかったので学校の

中にも井戸の跡らしいものがないかと考えて校
地を探ってみた。遺跡としての井戸は見つから
なかったが、グランドの隅に観測井という建物
があることがわかった。教頭先生に確認してみ
たが、県の施設なのでわからないということだ
った。さっそく県に連絡をとると静岡県が豊田
中学校に観測井を置いていて水位を測定してい
ることがわかった。この井戸では、現在は自噴
はしていないが、地下水が存在している。水系
としては日本平水系として観測していた。僕た
ちの豊田中学校の地下に地下水が流れているこ
とを発見することができた。
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11 地下水探究記

静岡市立豊田中学校

石神有介　泉　一勇　石川貴英３年

～豊田地区に安倍川の伏流水が出るところはあるのだろうか～

〈 〉とがわかった。これは、地上の見かけの成長はも
ちろんのこと根の生え方の違いからもはっきりわ
ることができました。この研究で最も植物の成長
させる木酢液の濃度は500倍ということがわかりま
した。また、この濃度は、土中の菌類・細菌類に
も影響することがわかりました。土中の菌類・細
菌類が自然界では分解者と呼ばれ、植物の成長に
必要な無機物を有機物から作り出します。木酢液
の濃度の違いによって菌類・細菌類の繁殖は違い
ますが、（7）の結果から500倍希釈の木酢液を使用
した土壌では、菌類・細菌類が最も繁殖していて
いると推測されます。そして、分解者である菌
類・細菌類がよく繁殖することで、植物の成長に
必要な無機物をつくりだし、そのことが植物の生
育を良くしていると考えられます。
また、木酢液は植物の成長を促進させるだけで
なく、（6）から木酢液の濃度の濃度によっては、雑
草の生育を抑制することができることがわかりま
した。このことから、木酢液の濃度を変化させれ
ば特定の植物を成長させ、それ以外の植物の成長
を抑制させることができるのではないかと考えま
す。
化学肥料や除草剤にはない効果がわかりました。
木酢液は500倍希釈では植物の育成を助け、10倍希
釈では植物の成長を抑制するはたらきをします。
木酢液の濃度を調節し、成長の促進と抑制を同時
に行うことができればさらに使いやすさが増すと
考えます。

5 研究を終えての感想
植物の成長に対する木酢液の効果について２年
間にわたり研究を行うことができた。木酢液が植
物の成長を助けるだけでなく、雑草の成長を抑制
することがわかったことは大きな成果であった。
木酢液は比較的扱いが簡単であり、今回の結果か
らも十分家庭でも活用できるものだとわかった。
また、研究の中で興味深かったものの一つに、
はじめて菌類・細菌類の培養があります。目に見
えないものにも気を配り、一つ一つの作業を慎重
に行いました。培養の結果も満足のいくものでし
た。
木酢液は、原料に森林の樹木、広葉樹を炭焼き
にしたときに出る煙を冷却してできた液体です。
そして、この液体を半年以上タンクにいれ熟成さ
せると完成です。木酢液は炭焼きした樹木のわず

か5％でたいへん貴重な感じがしました。またその
歴史も古くヨーロッパでは17世紀ごろから使用さ
れていて、日本では、明治時代から使用されてい
ます。また、木酢液は、その成分の一部が火薬と
しても活用されていたり、冷え性や不眠症の予防
として入浴剤として使われていたりと農業だけで
ないことに驚かされました。
私は、研究が進むにつれて、次々と新しい木酢

液の秘密が自分の手で解明していくことがこの研
究の一番の醍醐味でした。この研究を通して木酢
液のいいところが発見できてよかったと思います。
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